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研究成果の概要（和文）：グローバル時代の歯科衛生士に必要な、臨床での英語を学習できる臨床シミュレーシ
ョン教材を開発した。教材を10本作成、シリーズ化し、様々な臨床場面をカバーできるものとした。教材の学習
効果について評価を行ったところ、本教材が歯科臨床に関する英語教育の一助となることが示唆された。教材は
国内外の他大学・養成機関においてもeラーニングシステム上で実施でき、歯科衛生士や歯科衛生学生等にとっ
て、臨床推論・判断ならびに臨床での英語を学べる有効な学習手段になると考えられた。

研究成果の概要（英文）：English Communication skill acquisition for use in a clinical setting is an 
ongoing challenge for dental hygienists in this global era; yet the learning opportunities and 
materials for that purpose are very limited. To assist in this, we developed a series of ten 
interactive simulation materials covering various clinical scenarios. The materials gained positive 
evaluations for content and usage and were considered an asset for education of English necessary in
 the dental clinic. Such type of learning materials and system can be applicable at any educational 
institution domestically or internationally and thought to be an effective learning tool for 
practicing the clinical reasoning and judgment in English needed by dental hygienists and dental 
hygiene students. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
東京医科歯科大学ではコンピュータとの対
話により実際の診療を疑似体験できる、イ
ンタラクティブな診療シミュレーション教
材の開発、活用、普及を推進し、独自の医
歯学シミュレーション教育システムを構築
してきた。これまで当該システムを用い、
様々な臨床シミュレーション教材（日本語）
を開発してきたが、平成 25 年度よりグロー
バル時代に対応した教材（以下「グローバル
教材」）の開発を開始し、英語による医療面
接に関するインタラクティブ教材を開発・出
版し、高い評価を得ていた。しかしながら、
本研究の開始時点でのグローバル教材は、歯
科医師（歯科学生）を対象としており、歯科
衛生士（歯科衛生学生）を対象としたものは
試作段階であった。グローバル化の進む今日
において、臨床で英語を使用することは特別
なことではない一方で、歯科衛生士に対して
臨床で必要な英語を教授する教材や方策は
大変少なく、教育の時間も限られていた。そ
こで、歯科衛生士対象のグローバル教材開発
が歯科衛生士の臨床における英語力向上に
貢献する役割は大きいと考えた。 
 
２．研究の目的 
東京医科歯科大学では、歯学の臨床分野をほ
ぼ網羅できるほどの臨床シミュレーション
教材を多数作成しており、グローバル時代の
臨床に必要な英語を学習できる歯科臨床シ
ミュレーション教材も開発してきた。しかし、
日本において歯科衛生士向けに開発された
グローバル教材は大変少なく、歯科衛生士養
成機関における当該授業時間数も限られて
おり、臨床で必要となる英語学習が十分とは
言い難い。そこで本研究では、歯科衛生士教
育における英語による臨床シミュレーショ
ン教材を新たに開発し、歯科衛生学生、歯科
衛生士等に活用し、教材評価を受けると共に、
その教育効果を評価・解析することを目的と
した。さらに、国内外の他大学・養成機関に
おける e ラーニングシステム上で実施するこ
とを前提として、教材開発と汎用の方策を検
討した。 
 
３．研究の方法 
（１）教材開発：医歯学シミュレーション教
育システムを用いて歯科衛生士向けの臨床
体験型シミュレーション教材を開発した。英
語しか話せない患者が来院した状況を設定
し、臨床推論能力等のみならず、歯科臨床に
おける英語の学習ができるように教材を作
成した。図１に学習者用画面を示す。教材の
設問、選択肢等、実際の臨床で英語での理解
を求められるところは英語表記、会話等には
音声を使用した。一方で解説は日本語とし、
日本語母語話者が理解を深められるよう、構
成を工夫した。作成した教材は、歯学部シミ
ュレーション教材作成小委員会に諮り、レビ
ュー・修正の後完成とし、その質を担保した。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
図１：学習者用画面 

 
（２）教材の評価研究：完成教材 5本（電話
応対教材（予約・急患等）3本と臨床教材（ブ
ラッシング指導等）2本を e-learning システ
ム上で配信し、歯科衛生学生（大学 2年生） 
(n=17)に活用した。教材での学習後、Web 上
の質問票調査にてシステムの操作性や教材
についての評価を得た。 
（３）教育効果の検証：5 本の教材を歯科衛
生学生（大学 4 年生） (n=22)に活用し、教
材に対する評価を得ると共に、約一ヶ月間の
自主学習期間を設け、学習の前後での理解度
を測定した。 
（４）海外での活用と汎用性の検討：教材は
国内外の他大学・養成機関における eラーニ
ングシステム上での実施を前提として開発
されており、同様の英語教材（臨床技術（知
識）学習用教材）をベトナムに配信し、若手
歯科医師を対象に学習させ、教材の評価を得
た。 
 
４．研究成果 
（１）教材開発：現在本シリーズの教材数は
10 本となり、様々な臨床場面をカバーしてい
る。教材は SCORM1.2 に準拠しており、国内
の他大学・養成機関における eラーニングシ
ステム上での実施・配信が可能であることか
ら、国内の歯科衛生士や歯科衛生学生等が、
臨床推論・判断と同時に臨床での英語を学ぶ
ことができる。 
（２）教材評価：質問票調査（回答率 100%）
より、学習者は本教材程度の知識はもってい
た(71%)が、本教材によって多くの知識を学
べた(100%)、内容は将来の役に立つと考えて
いた(100%)。また、類似の別教材をさらにや
りたい(82%)との評価も得た。本教材の内容
に関する授業を受講したい（94%）という評
価も得られ、シミュレーション教材学習は授
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業等学習自体への動機づけに効果もがあっ
たと考えられた。また、教材に対する高い評
価に加え「本教材による学習は今後とも継続
するべき」と 100％の学習者が回答している
ことから、講義時間内のみならず、自学自習
教材として今後も応用可能であることが示
唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：教材評価質問票調査結果 
 

（３）教育効果：教材に対する評価は（２）
の結果と同様に高かった。また、学習者の教

材実施履歴から学習群と未学習群に分け、学
習履歴と確認テスト成績との相関を調べ、教
材学習効果を評価したところ、学習群の方が
有為に高い点数となり、学習効果が示された
（論文投稿中）。 
（４）海外での活用と汎用性の検討：教材は
SCORM1.2 に準拠しているため、国外の大学・
養成機関においてもeラーニングシステム上
で実施できる。同様の英語教材を国外でも活
用したところ、高評価を得、操作性にも大き
な問題はなかった。本教材は、国内外の歯科
衛生士や学生等にとって有効な学習手段に
なると考えられた。今後は日本の他大学・養
成機関のみならず、歯科衛生士（もしくはそ
れに相当する）業務において、今後英語を使
用する可能性のある国や、日本の歯学を世界
に発信していくために、留学生や諸外国にお
ける学習者も対象に教材学習や配信を実施
していく予定である。 
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